


 

別紙１ 

 

 

駐車場案内板の利用について 
 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策の取組の一環として、以下に例示するように、奈良市が管

理する市内 12箇所に存する駐車場案内板について、奈良市が市民等に対して不要不急の外

出自粛要請を実施していることを広報する手段として用いることを提案する。 

 

 

 

 

例示１                    例示２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不要不急の外出自粛を呼びかけつつ、

明るく励ましの文言を添えて、閉塞感

を打破する。 

緊迫感のある文言を用いて、実効性を

期待する。情報量が多い。 



 

２、西大寺国見町街区

公園における危険

箇所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西大寺国見町街区公園は、近隣に保育所や幼稚園が

存在していることもあって、日頃から幼児を含む多く

の児童らが利用している。 

 しかしながら、以下のとおり、同公園には危険な箇

所が見受けられる。 

同公園には青野川が隣接している。両者の境界に

は、低木（植込み）が設置されているものの、柵は設

置されていない。低木は、それ自体の高さが十分でな

いばかりか、所々に人が通り抜けることのできる隙間

も存在する。公園の地面から川底までの高さが約３メ

ートルもあり、児童らが落下すれば死亡事故に至る危

険性がある。 

なお、現地の具体的な状況については、別紙２「西

大寺国見町街区公園危険箇所調査」を参照されたい。 

 令和２年２月 13 日に、私から公園緑地課長及び河

川耕地課長に対し、上記のように危険な箇所が見受け

られることについて指摘した。これまで危険な状況が

放置されてきたことについては遺憾であるが、即日、

公園緑地課職員が低木の隙間にＡ型バリケードを設

置するなどして応急対策をしたことについては、適切

な対応であったと評価できる。 

 今後の対策としては、同公園と青野川の境界に柵を

設置して安全の確保を図る必要があると考えるが、公

園管理者又は河川管理者として講ずる措置の具体的

な内容及びその完了期限について回答されたい。 

 また、奈良市が管理する全ての公園に存する危険箇

所を網羅的に把握するための体制及びその対策を講

じていくための具体的な取組について回答されたい。 
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受付日 令和２年 ４月 ８日 

送付日 令和２年 ４月 ９日 

 



西大寺国見町街区公園 危険箇所調査      別紙２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣には保育所や幼稚園があり、 

多くの児童らが遊ぶ公園である。 

植込みの隙間は 

何箇所も存在する。 

落下、死亡事故の危険！ 

植込みの高さも不十分で、

フェンスの設置が必要！ 

植込みの隙間の先は 

河川（水路）に続く。 

現地視察 

河川（水路）に物を落とし、

拾おうとする児童もいる。 


